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1 ３月からドナー登録要件が変更。18 歳から登録が可能に 

3 クロイツフェルト・ヤコブ病の対応について 

2 ２/27（日）、骨髄バンク・さい帯血バンク合同公開フォーラム開催 

 

 12 月 １月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 1,548 1,948 202,457 258,279

患者登録者数 147 212 2,749 17,656

骨髄移植例数 69 72 - 6,174

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 
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日本骨髄バンクの現状（平成 17 年１月末現在） 

ドナー登録要件は、本年１月 28 日付けの厚生労働省健康局臓器移植対策室長の通知によ

って本年３月１日から変更されることが正式に決定しました。今回の変更の趣旨は、登録

者の増加を図ることが主な目的で、今年２月４日厚生労働省主催の「全国健康関係主管課

長会議」において、臓器移植対策室から各都道府県・政令市・中核市・特別区の担当課長

に対し、変更内容の通知と、変更に関する普及広報について協力要請が行われています。

今回の登録要件の変更を機会に、パンフレット「チャンス」もわかりやすくコンパクト

にした内容に改訂します。また、ドナー登録受付手続きで配布説明している説明書「日本

骨髄バンクに登録される方へ」とドナー申込書等も一部変更されます。 

２月 27 日（日）10:00～17:00、日本赤十字社本社会議室（港区芝）で、日本さい帯血バ

ンクネットワーク、全国骨髄バンク推進連絡協議会、当財団の共催で、第２回目の合同フ

ォーラム「激論！明日の造血幹細胞移植」を開催します。 

今回のプログラムは、両バンクの実績、造血細胞移植の成績報告のほか、関係者の皆さ

まからテーマとご意見を募集することにいたしました。同封のチラシ裏面にご記入の上、

当財団広報渉外部（FAX：03-5280-0101）までお寄せください。また、ホームページでもア

ンケートフォームをご用意しています。 

フォーラムへの入場は無料です。皆さまのご参加をお待ちしています。 

アンケートフォーム・チラシのダウンロード：www.jmdp.or.jp/whatsnew.html 

国内初の変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（ｖＣＪＤ）の感染者が確認され、行政通

知によりドナー適格性判定基準が変更されることになりました。これまでは昭和 55 年以

降、ＢＳＥが発生した欧州 10 カ国に通算６カ月以上滞在した人からの骨髄提供はできない

取り扱いでしたが、今後は英国の滞在期間が通算１カ月以上の場合も提供を当面見合わせ

ます。今回のｖＣＪＤ感染者は英国に約１カ月滞在していた間に感染した可能性があると

みられており、英国の滞在期間を短縮する必要があると判断したことによるものです。 
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傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申込みください。 

 公開/非公開 開催予定 

常任理事会 公開 ２/19（土）15:00～18:00 廣瀬ビル２階会議室 

普及広報委員会 公開 ３/11（金）18:00～20:30 廣瀬ビル２階会議室 

医療委員会 公開 ３/12（土）13:00～17:00 ちよだﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽｸｴｱ 506 号室 

ドナー安全委員会 非公開 ３/12（土）12:30～16:30 千代田中小企業センター002 会議室

常任理事会 公開 ３/12（土）14:00～17:00 廣瀬ビル２階会議室 

倫理委員会 公開 ３/18（金）17:00～19:30 廣瀬ビル２階会議室 

 

6 財団各委員会開催予定 

4 １月のドナー登録者数 

１月のドナー登録者数は 1948 人、取消者数は 814 人、実質増加数は 1134 人で前年同月

の登録者を 15％下回り、ドナー登録現在数は 20 万 2457 人となりました。登録会は 142 回

（うち献血併行 135 回）実施され、登録者は 993 人（全登録者の 51％）でした。登録回は

東京 20 回（162 人）、佐賀 17 回（26 人）、福島 16 回（93 人）、石川８回（30 人）、京都８

回（49 人）、新潟７回（119 人）、大阪７回（52 人）、岩手６回（32 人）、愛知６回（27 人）

ほか、各地で開催されました。映画「半落ち」の影響が強かった昨年の１月は固定の窓口

での登録者が多かったこともあり、登録数は前年同月を割り込みましたが、登録会での登

録者は 10.7％増、回数で 37.8％増となりました。新潟の集団２回、献血併行５回の登録会

で 119 人、福井県の映画「火火」上映館で登録会を開催したことも注目されます。 

5 映画「火火」公開 ／ ユナイテッドアローズの骨髄バンク支援 

１）映画「火火」の公開が始まっています。「火火」は、息子・賢一さんの発病をきっかけ

に骨髄バンク設立運動を始め、今も地区普及広報委員として活動されている陶芸家・

神山清子さんの半生が描かれています。骨髄バンクの原体験である「適合者さえいれ

ば」という患者家族のやるせなさと哀しみを描いたこの作品を、当財団も多くの皆さ

んにご覧いただけることを願っています。公開劇場や開演時間などの情報は、火火ホ

ームページをご覧ください。 

             火火ホームページ：www.hi-bi.cn                 

２）アパレルメーカーのユナイテッドアローズが販売する、同社ＣＭソングが収録された

ＣＤの売り上げの一部が当財団へ寄付されることになりました。ＣＤは３月９日から

全国取り扱い店舗で販売されますが、商品の脇には「チャンス」改訂版も置いていた

だけることになっています。同社の客層は 10 代後半からということもあり、登録年齢

拡大のＰＲにも大きな期待が寄せられます。 

 ユナイテッドアローズホームページ：www.united-arrows.co.jp  




